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ACモデルに基づいた自己顔の認知過程の検討 
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て個人を同定できる技術が発達 しているが､日常の対人場面においてはやはり顔が最も明確な個人識
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別手がかりとなるだろう｡

人間の顔は 2つの目､ 1つの鼻､ 1つの口という共通のパーツと構造を持ち､視覚パターンとして

haseac

htf

dle

1個人を識別する上で最 も重要な手がか りとなるものの つが顔である｡最近では指紋や瞳孔によっ
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は相互に類似 した特徴を有する (吉川､19 ｡そのような個々の顔 を見分ける際には､短時間のう)59

ちにパーツの位置や大 きさに関する微妙な差を識別 し､同定するという高度な処理が行われている｡

このような顔認識過程について､1

なものとして & g( 6891YounBruce

年代以降幾つかの顔認識モデルが提唱されてきた｡その代表的089

)のモデルが挙げられる｡このモデルは､顔を知覚 してから ｢既

知人物の顔である｣と認知するまでに複数の継時的プロセスを経ること､既知の顔の認識と表情や発

話情報､性別などその他の情報の認識が初期の分析後に独立のプロセスを経ることを仮定 している｡

このモデルによると､まず顔を見ると｢構造的符号化過程｣においてその特徴が分析 される｡この過程

では知覚 した顔そのものの記述と､表情 とは独立 した特徴の記述が行われる｡次に仮定された ｢顔認

識ユニット｣には､過去に見た様々な人物の顔の表象が保存されてお り､入力された顔 との照合が行

われる｡その結果､ユニット内に入力された顔と同じ顔があれば既知人物､無ければ未知人物である

という判断が下される｡入力された顔が既知人物のものであった場合､次の ｢個人同定ノー ド｣にお

いてその人物の性別や職業などといった個人の意味情報の検索が行われる｡そして最後に｢名前ユニッ

ト｣へアクセスし､その人物の名前にアクセスされて個人識別へ と至る｡

isしかし､このモデルでは顔のプライミング効果が説明できないという問題が生 じる (Ell Young
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｡この場合のプライミング効果 とは､ある人物の顔をプライム刺激 として提示e°luF ,&
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することによって､ターゲット刺激として提示する同一人物の顔の認知が促進されるという現象を指
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mp )を提唱 し､これによって顔のプライミング効果が説明可能であることを示 した｡ 

ACモデルは ｢顔認識ユニット｣､｢名前認識ユニット｣､｢個人情報ノー ド｣､｢意味情報ユニット｣を

YounBruce

仮定 し､｢個人情報ノー ド｣が各既知人物に対応 して存在する意味情報-の中継点であり､顔や名前

など様々な入力情報と結合 している｡つまり ｢個人情報ノー ド｣は 3つのユニットを中継する働 きを

& g(するものとされている｡このモデルが 6891 )のモデルと異なる点は､まず名前から 
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個人を認識する過程を含んだ既知人物の認識モデルである点が挙げられる｡ また､｢個人情報ノード｣

を既知人物の情報を貯蔵するところではなく､顔や名前､意味情報などの情報の中継的役割を担うも

のと仮定した点である｡このIACモデルによって顔のプライミング効果を説明すると､プライム刺激

として顔あるいは名前が提示されると､｢顔認識ユニット｣､あるいは ｢名前認識ユニット｣へ刺激が

入力され､｢個人情報ノー ド｣を介 して各ユニットに活性が伝播 し､ターゲット刺激である同一人物

の顔あるいは名前の認識が促進されることになる｡ 

2
g ( r(Bruye

未知人物の顔､名前を刺激として用い､プライミング効果を検討 した｡その結果､プライム刺激とター

ゲット刺激が同一人物である場合の方が､違う人物である場合よりもターゲット刺激に対する判断が

速かった｡かつ､プライム刺激とターゲット刺激がIACモデルにおいて同じユニット内のものである

場合､つまりターゲット刺激が顔ならばプライム刺激は名前よりも顔である場合の方が反応時間が速

いことを示した｡そしてこれらのことよりIACモデルの妥当性を示唆した｡

ところで､一般的に自己に関連する情報は他者や事物に関する情報と比較 してその感受性が高 く 
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得られた知見である｡では､このような特徴は自己顔の認知においても認められるのであろうか｡た
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)は自分の顔､既知人物の顔､未知人物の顔を含む集合写真の中から自分の顔を探

索する時間を測定 したところ､自己の顔の探索時間の方が他者の顔の探索時間よりも短かった｡ 

とえば､辻 4
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&ongT ma( ) もまた､自分の顔は他者の顔よりもすばやく認知されることを報告 して

いる｡波速 ･沖田 ･小西 ･今塩屋 
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事象関連電位を測定 したところ､自分の顔に対 してのみ出現する成分 を見出した｡N20 , 
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提示した際の事象関連電位を計測し､既知の顔 (自分の顔､有名人の顔)の場合は未知人物の顔に比

0007
べてN1 の振幅が大きいこと､潜時2


した｡


以上の結果は､顔認知においても自己顔のほうが他者顔と比較 して効率的･能率的な処理が行われ


ることを示唆している｡しかしながら､自己顔認知の処理プロセスをIACモデルのような顔認識モデ


ルに準拠 して検討した研究はほとんど見られない｡そこで本研究では､プライミング課題を用い､自


msの陽性成分の振幅が 3種類の顔によって異なることを見出

YounderCla己顔の認知過程について & g (

た検討を行い､さらに同モデルにおける自己顔の認知と他者顔の認知の特徴の相違についても検討す

る｡

具体的には､ターゲット刺激として自己顔と他者顔を､プライム刺激として自己顔､他者顔､自己

名前､他者名前､ノンプライムを設定する｡その上でターゲット刺激が自己顔であるか他者顔である 
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かを判断させるという課題を行う｡このような実験計画において､次の 2つの仮説が導かれる｡

まず､calder&Young (1996)やJemeletal.(2005)と同様に処理の効率性の観点から､次の仮説

が成 り立つ｡

仮説 1:プライム刺激が自己顔の時､ターゲットの自己顔判断に要する時間はプライム刺激が他者顔

である場合やプライム無 しの場合と比較 して短い｡

次に､自己顔認知において名前ユニットが顔ユニットにリンクしているのであれば､以下の仮説が

導かれる｡

仮説 2:プライム刺激が自己の名前の時､ターゲット判断に要する時間はプライム刺激が他者の名前

である場合やプライム無 しの場合と比較 して短い｡

方 法

実験参加者 矯正を含め､視力の正常なo大学の大学生､および大学院生計30名 (19-26歳､平均

年齢21.6歳､すべて女性)0

実験計画 プライム刺激の種類 5(自己顔､自己名前､他者顔､他者名前､プライム無 し)×ターゲッ

ト刺激の種類 2(自己顔､他者顔)の 2要因実験参加者内計画｡

刺激 実験に先立ち､各実験参加者の正面向き､無表情の顔写真をデジタルカメラでカラー撮影 し

た｡刺激 としてそれらの写真 と､女性有名人Hの顔写真 (正面､無表情､カラー)､さらに各実験参加

者と有名人Hの名前(漠字あるいは平仮名表記)を用いた｡各実験参加者の顔 と名前をそれぞれ ｢自己

顔｣､｢自己名前｣､有名人Hの顔 と名前をそれぞれ ｢他者顔｣､｢他者名前｣ とする｡自己顔 と他者顔､

自己名前 と他者名前はそれぞれ等 しいサイズとした｡なお､各実験参加者に教示を行 う際に､女性有

名人Hの顔 と名前を知っていることを確認 した｡

実験機器 刺激の提示 と反応時間の測定には､E-machines製 pc (E-machinesJ2950)､マウス､ 

NEC製CRTディスプレイ (RDS173Ⅹ)､および心理学実験用ソフトSuperLabProversion2.0を使用 した｡

手続き 実験は､プライム刺激 5種類 ×ターゲット刺激 2種類の10条件において各条件をランダム

に10回反復 し､その100試行を 1ブロックとした 2ブロック､計200試行からなる個別実験である｡各

試行では､まず注視点 (+)が1500ms提示された後､100msのブランクをおいてプライム刺激が200ms

提示される｡プライム刺激が消えると､再び100msブランクをおいてターゲット刺激が提示される｡

実験参加者はターゲット刺激が自分の顔であるか他者の顔であるかの判断をするよう教示された｡半

数の実験参加者には自己顔に対 して右手の人差 し指でマウスを左クリック､他者顔に対 して右手の中

指でマウスを右クリックするよう教示 し､残 りの半数には自己顔に対 して右手の中指でマウスを左ク

リック､他者顔に対 して右手の人差 し指でマウスを右クリックするよう教示 した｡ターゲット刺激が

提示されてから､実験参加者がマウスをクリックするまでの時間を反応時間として測定 した｡実験参 

(109) 84 



ACモデルに基づいた自己顔の認知過程の検討

加者がマウスをクリックするとターゲット刺激は消え､5

実験参加者に対する教示として､｢ディスプレイ中央に､1 005
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後に次の試行が始まる｡0ms
0
0

ms注視点が提示された後､勝間的に

画像刺激もしくは文字刺激が提示され､その後あなたの顔か有名人の顔のどちらかが提示されます｡

一瞬しか捷示されない刺激については何も反応せず､見ているだけで結構ですが､その次に提示され

る顔については､それがあなたの顔ならば人差し指 (中指)でマウスの左 (右)ボタンを､有名人の

顔ならば中指 (人差 し指)でマウスの左 (右)ボタンを押 してください｡なお､その判断はできるだ

け速 く､かつ間違えないように行ってください｡｣と口答で説明し､プライム刺激に関しては､｢一瞬

しか提示されないが見逃さないようによく見ておくこと｣を強調 した｡

本試行の前に､1試行からなる練習試行を行い､参加者に実験に慣れさせるとともに課蓮を充分に

理解させ､それを確認した上で本試行を行った｡

結 果

0

全試行における誤答率､外れ値 4S

名分のデータを分析対象とした｡反応時間を対数変換し､各条件毎の平均反応時間を求めた｡そのグ

0±3D)が､1%を上回る被験者 6名分のデータを除外 し､残る2(

sラフをF lに示す｡但 し､グラフの値は対数変換 したものを逆変換 し､単位をm に戻したもので

ある｡ 
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プライム刺激の種類 5 (自己顔､自己名前､他者顔､他者名前､プライム無し) ×ターゲット刺激

の種類 2(自己顔､他者顔)の 2要因分散分析を行った.その結果､プライム刺激の主効果 (F(4,92) 

4
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-97.67,♪ )と交互作用1
(0. α , )- ,♪ )が有意であった｡交互作用が有意であっ

たので､単純主効果検定を行った｡その結果､プライム刺激が自己顔の場合の単純主効果が有意であっ
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応時間が短かった.また､プライム刺激が他者名前の場合の単純主効果が有意であり (F(,11
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､ターゲット刺激が自己顔の方が他者顔と比較して反応時間が短かった｡ターゲット

2

ン法による多重比較を行った結果､自己顔 ( )<他者顔 (

自己顔<他者名前 ( ､自己顔<プライム無し (66 ､他者顔<プライム無し､自己名前<プ)9
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8
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66.
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､自己顔<自己名前 (44 ､77.
6
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ライム無し､他者名前<プライム無し､であった｡なお､括弧内の数値はグラフで示した数値である｡
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ターゲット刺激が他者顔の場合､プライム刺激の単純主効果が有意であった ( , 

♪ ｡ライアン法による多重比較を行った結果､自己顔 ( 6))他者名前 ( ､自己顔<プ)1
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次に､プライム刺激によるターゲット判断の反応時間の促進量を直接比較するため､プライム無し

(44 )<プライム無し､自己名前 )<プライム無し､他

者名前<プライム無し､であった｡

8


条件をベースラインとし､プライム無し条件の反応時間からそれ以外の 4つのプライム条件の反応時

間をそれぞれ引いた値を計算した｡そして､プライム条件 4 (顔一致､顔不一致､名前一致､名前不

一致) ×ターゲット刺激の種類 2 (自己顔､他者顔)の 2要因分散分析を行った｡その結果､プライ

ライム無し ( ､他者顔)5
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た｡交互作用が有意であったので､単純主効果検定を行った結果､プライム条件が名前一致の場合の

ム条件の主効果 ,9


単純主効果が有意であり (F( )1
(0.,9 ､プライム刺激が自己名前､ターゲット刺激が

自己顔というパターンよりも､プライム刺激が他者名前､ターゲット刺激が他者顔というパターンの

1
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1.
 ｡また､プライム条件が名前不一致の場合の単

純主効果が有意であり (F(

2
13.


､プライム刺激が他者名前､ターゲット刺激が自

己顔というパターンよりも､プライム刺激が自己名前､ターゲット刺激が他者顔というパターンの方

<他者顔 

6
83.


が促進量が多かった (自己顔 )8
14.
 0

)

考 察

本実験の目的は､プライミング課題を用いて自己顔の認知過程について､IACモデルに準拠した検

討を行うこと､さらに同モデルにおける自己顔の認知と他者顔の認知の特徴の相違についても検討す

ることであった｡プライム刺激が自己顔である時､ターゲット刺激である自己顔判断に要する時間は､ 
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プライム刺激が他者顔である場合やプライム無しの場合と比較して短かった｡このことから､仮説 1


は支持された｡また､ターゲット刺激に対する反応時間について､プライム刺激が自己名前である場

合と他者名前である場合を比較しても有意差は見られなかったが､プライム無しの場合と比較して反

応時間が短かった.この結果より､仮説 2については一部支持されたと言える.以上の結果より､自

己顔の認知においてIACモデルは適用可能であることが示された｡また､IACモデルにおいて､自分

の顔と他者の顔は､その処理プロセスに基本的な違いは無いことが示唆される｡

ところで､プライム刺激の提示によるターゲット刺激に対する反応の促進量､つまりプライミング

量をみると､プライム刺激が顔である場合は､ターゲット刺激の自己顔判断と他者顔判断の問のプラ

イミング量に相違は無いという結果になった｡しかし､プライム刺激が自己名前であった場合も他者

名前であった場合も､ターゲット刺激が他者顔であった時の方がプライミング量が大きいという結果

のフアン効果による解釈が可能である｡フアン効果とは､)4
7
9
1
(derson

9
9
9
1
 )の知N kaayaTong& ma (

見のように､自己顔に対する反応が他者顔に対する反応よりも速いという結果は得られなかった｡こ

れは､今回刺激とした他者顔が非常に認知度の高い有名人であったため､全 く未知の人物の場合と比

較して処理が早くなったためと考えられる｡
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が得られた｡この結果は､An

意味ネットワークにおいて､ある概念にリンクするノードが多いほど､その概念に関する活性が分散

するため､そのネットワークの中の情報を検索するのに時間がかかるという現象である｡ 自己ノード

には自分の顔や名前だけでなく､自身の性格や所有物､理想の自己像や自伝的記憶など､豊富で多様

なユニットがリンクされていると考えられる｡したがって､自分の名前を見ることにより､自己ノー

ドにリンクされた多 くのユニットに活性化が拡散してしまい､結果として反応時間の遅延が起こった

という可能性が考えられる｡

今回､プライム刺激の顔がターゲット刺激と異なる場合にもプライミング効果が生じた｡これは､

顔ユニットの使用が自己顔と他者顔で共有されているため､異なる顔間で処理の促進が生じたためと

考えられる｡ただし､どちらかの顔あるいは名前が提示されることにより､もう一方の人物までも活

性化されてしまった可能性も考えられるため､この点に関しては今後の検討が必要である｡また､プ

ライム無し条件において､ターゲット課題の自己顔判断に要する時間は､他者顔判断に要する時間と

比較 して､有意な差は認められなかった｡すなわち､辻 

I



77, 

ivetiotiecogn nwihanit tnerac

岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第2号 (200.ll

gf er hJ lofP ,

) 

y

7


hlsycoog

4

ournaistBirac ion.tiecogn

Un gf eracind dtersan).09
9
1
(.A.氏 

7.
2
3
-

lersona 

J li l h ournasuasearc. 

in
dnco
h

ro

5.
1


enc

-6


dtee gofp

ef mv


03


i dtocae02 ERPsass).
0
2
(

fournaionalJ loIt tnerna

folaJi ouon m.t

ion. 

i lona 

hers.tiotercephoncepleh)Rlo.
9
85 eoftes 卜c tintep nofo1
R L (. .

tiecognacnirioti
)R tepe.
 np migoff er7
8
9
1
D C (. .


日本

,V,& ,A.(98 .Un

, M., , ,& ,

nm l hJ ma fP , , 61

, , , , , ,Th , , , ,&

ith fmi y ad d ree offmi y d g f e r

R.

ac

Ll daone

iurn


3
1
8

F.

y

t

in

l

i

d dtersan

hlsycoog

b tau

i iara

C.

lo

)

ou

eg

6

Jh tonson

B dernar


1


S.

.

n

V


t


Young

Bruce

doe

Pioroux

i iar
l


io

a

S P. .

.

.

i tva

05

A


3

tac

w


Bruce

B turon

Ch laare

itepeim B tofRfeneter-

6


自己顔 と未知顔 に対する顔関連電位の差異

心理学研究,6,19卜 1
 

08
)
3
1
1
(

8.
9


,M.

t

Rbiea

iiecogn on.

tunch)E l ixporn.02
R (.
 05 gtef

1
5
2
Pferormance

)
1


, , 01

視覚的カクテルパーティー効果の検討 ( -なぜ 自分の顔は見つけやすいのか一

0.
4
02
-4
2
02


nfreerenc-fSle).7
7
9
1
( ea

E:aces v


5
3
y

o
io

P hlsycoog

ttrepresena)Rb tous.
9
9


, ,

9
1
(. nfrf idK

8.
8
6
-7
7
6


fP mig:A Sh tornirSle
).
6
9
9


0.
8
3
-

6.
2
4
-9
04


dninhtilt toen altreae
-


Bruyer

tven

,

d p s in a wi - a

2.
1
-4
9
4
,1 51


3
4


t
wih e

N hlimi ff europsycoogaacesgo . , ,niprle-f

M.,&

).7
9
9


,

, ,6
6
y


Hay

P hlsycoogltena

usselle, , mm ,i kncleCroL.

iterceponHuma:yP hlsycoog nP &ltenaixperm

1


0


波速亮太 ･沖田庸嵩 ･小西賢三 ･今塩屋年男 (


日本心理学会第61回大会発表論文集,7


n s tysemiotiecogn

9
4

S.

yP hlsycoog

krer

,

,& Ki ,W..AN.

ilocan

n fP yadS

ti

, , ,

iloca

lersonama fP yadS

n

, ,& N ma,

tilersona

J li ournaoon.

iuper

kaaya

KB.

t

lao

.T

Jour

ifnor

F.

Rogers

Tong

8.


61.
8
-5
4
8


6.
5


,1 51


W.(


2. 

1


1
-9
9
4


M.,&B.

心理学会第58回大会発表論文集,7


,

J"& ,

r ,

.

y

AYoung

P hlsycoog

N ieuroscence

i ltmenaExpe ,A9
4


istBir.

2
1
1


.Ader,Cla

Ell, W., ,

, ,

Ma , ,mi ,& Mo ,l drean

.

Ro

A

M., ,

h∫,.

Young

t

i isan

S

A.

B P.

k Hrus .


le


is

Jem

W.,Fl ,e° u 

eQ yJ fE ixpermlournaoltuarer
h
T

e ofp n r

oss mans

erso

i


t tecur


d-o

iharc

cr

).5
9
9
1
吉川左紀子(

辻斉( ).4


fE

99
1


o

2種の相貌印象判断と顔の再認記憶


